
１１．．主主題題設設定定のの理理由由

今次改訂の学習指導要領では、資質・能力の３つの

柱が幼児教育を土台として高校教育までを貫いている。

横山（ ）は、人間の一生の学びを１本の木に例え、

乳幼児教育はその「根っこ」の部分だとしている。「根

っこをどれだけ豊かに、ひろく、深く、地中にはわせ

ることができるかが勝負」であり、「しっかりと根がは

った木は、少々の風では倒れない」 と述べている。

さらに、中央教育審議会による「新幼稚園教育要領

のポイント」（ ）には「小学校低学年は、学びがゼ

ロからスタートするわけではなく、幼児教育で身に付

けたことを生かしながら教科等の学びにつなぎ、子供

たちの資質・能力を伸ばしていく時期」 と示されて

いる。このように、その先の学びの土台となる幼児教

育を義務教育のスタートである低学年教育につないで

いくことが学校現場に求められているのである。

これまで、各校でスタートカリキュラムの実践や幼

小の連携・接続を目指した教員の交流などは数多く報

告されてきた。（※ここでの幼小の連携・接続とは、

入学前に各園で行われている幼児教育と小学校との連

携・接続を指す。）文科省中央教育審議会 初等中等教

育分科会 の「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委

員会」がまとめた「幼保小の架け橋プログラム」

（ ）によれば、これまでの幼保小連携の成果

と課題が資料１のように整理されている ）。成果の３

点のうち、着目したいのは「小学校との連携の取り組

みを行っている園が約９割に上るなど、取組が進展」

していることである。

一方、課題として整理されている８点を見ると、「幼

稚園・保育所・認定こども園の７～９割が小学校との

連携に課題意識」をもつという現状が分かる。特に「小

学校側の取組が、教育方法の改善に踏み込まない」こ

とについては、幼児期に育まれた学びを土台として生

かすことを阻む要因となっていると考えられる。

幼稚園教育要領には、「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」 ）が示されている。これは、園と小学校が

子どもの育ちを確実に引き継ぐために、育ちのイメー

ジを共有することを目的に作成されたものである。幼

稚園教育要領解説 第１章 第 節には小学校教育との

接続に当たっての留意事項として『子供の発達と学び

の連続性を確保するためには、「幼児期の終わりまでに

育って欲しい姿」を手掛かりに、幼稚園と小学校の教

師が共に幼児の成長を共有することを通して、幼児期

から児童期への発達の流れを理解することが大切であ

る』と述べられており、「互いの教育内容や指導方法の

接続に当たっての留意事項として『子供の発達と学び

から児童期への発達の流れを理解することが大切であ

る』と述べられており、「互いの教育内容や指導方法の

違いや共通点について理解を深めることが大切である」

とその意義が整理されている。では、この「幼児期の

終わりまでに育って欲しい姿」は小学校教員にどれく

らい意識され、指導に生かされているのか。また、そ

れらを含めて低学年の教員が担任をする際に、指導の

重点として意識していることは何であるのか。筆者が

年に行ったアンケート調査からは、大きく２点の

課題が見えてきた 。一点目は、園での育ちを共有で

きる申し送り文書が小学校で充分に活用されていない

ことである。小学校教育は幼児教育の続きであり、そ

れらはつながっているということがうまく理解されて

おらず、幼児教育で培われた資質・能力についての理

解不足から、新１年生が持ち合わせているよさや可能

性を小学校側がとらえきれていないのではないだろう

か。２つ目は、低学年児童が自分たちで考えて決めた

り、試行錯誤をしたりする機会を小学校教員が保障で

きていないことである。

これらの現状を踏まえたうえで、研究主題を「幼児

教育の育ちを生かした小学校低学年教育の在り方に関

する研究」とする。本研究を進めることで、私たち小

資料１ 幼保小連携の成果と課題 ）

（資料中の枠は筆者による）
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言い切れないということが挙げられる。本研究では、

子供たちの表現物や会話などから、筆者が子供たちの

姿を見取って行ったものである。質問紙によるメタ認

知的活動の測定方法は、多くの研究で行われている。

しかしながら、小学校 年生という発達段階において、

質問紙による把握は難しい。丁寧なエピソード記述を

積み重ね、メタ認知による子供の認知の変容や、成長

の姿を大切にしていくことが求められる。さらに、自

分自身の成長を実感した子供たちは、成長を認知する

にとどまることなく、夢や希望を次の活動へ生かすこ

とが重要になってくる。今後も、発達段階に則したメ

タ認知を働かせ、子供たちの成長を内面から支える実

践的研究を継続していきたい。

資料 は、 児が 回目のアサガオが開花したタイ

ミングで、アサガオ絵本の最終回をかくと決めて取り

掛かったページである。

わたしは、すごく がんばって いろんな あさがおを しれ

ました。わたしは、しょくぶつ、花を そだてるのが すきに

なりました。さいしょは、だいじょうぶかなって おもった

けど、あさがお かわいい。あさがお 大すき。いつも そだっ

て くれて ありがとう！

今まではアサガオ視点で書かれてきた物語だったが、

ラストは「わたしは」と自らが語るように書き始めた。

長期間アサガオと関わり、自分自身の成長に気付いた

からこそ、自らの言葉で語る自信がついたのではない

だろうか。そこには「自分が頑張ったこと」「いろいろ

なアサガオに対する知識がついたこと」「花の栽培が好

きになったこと」など、自分が成長した姿を捉え、子

供らしい言葉でたっぷりと表現することができた。自

己の成長に気付き、実感した子供たちは、今後も身の

回りの自然や社会とのとのつながりに良さを感じ、関

わりを深めていくことができるであろう。そして、自

分の世界が広がり、日々の生活を楽しく充実させ、生

活を豊かにしていくことができるのではないだろうか。
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具体的に褒め、改善点を幼児に考えさせて発言させて

いた。自分たちの足りないところに気付いた幼児に対

して、教師が「じゃあどうしたい？」と問いかけるこ

とで子どもたちの思いや願いを引き出し、いくつかの

ポイントを意識しながらもう一度入場の練習をするこ

とに決まった。幼児は、「やらされること」ではなく自

分たちで考えた必要感のある行動なので、次の活動に

意欲的に取り組むことができていた。このように、子

どものもつ可能性を引き出すには、「未熟な存在だから

やってあげないとできないだろう」と決めつけ、失敗

をしないように守ってあげるのではなく、子どもたち

の思いを引き出してその先の活動を委ねることが必要

である。教育方法の改善として、小学校教員が子ども

の可能性を信じ、彼らに学びの主体を預けた授業づく

りをすれば、子どもは幼児期に育まれた力を生かすこ

とができるのではないか。

（３）学びの主体を預ける具体的な方法

「子どもに学びの主体を預ける」とは具体的にどう

するべきかについて考える。浦、松本（ ）は、幼

稚園教諭・保育士、小学校教諭、中学校教諭、学生（理

系）、学生（文系）計 名を対象に質問紙調査を行い、

自分の意志・判断で責任をもって行動していく子ども

の育成を目指すには、大人がどのように対応すること

が望ましいかについての提案をまとめた。大人は、子

どもが何かを言いにきた際にはまず、『共感・認め型』

の対応を行い、その後、子どもの願いを推し量りなが

ら、『願い確認型』の対応を行う。そうすることで、自

分のやりたいことの価値の自覚を促し、子どもの活動

意欲を高めることができる ）と述べている。ここで

いう『願い確認型』とは、これから子どもは何を求め、

どうしたいのかを直接確認するものであり、「〇〇君は

どうしたいの？」のような問いかけである。まさに、

前述した幼児園で見かけたやりとりである。教師が、

授業計画に合わせてめあてを提示しながら予定通り授

業を進めるのではなく、授業の中で子どもたちの思い

をしっかりと聞き、『願い確認型』の言葉で問い返すこ

とが効果的であると考えられる。そうすることで、子

どもたちの活動意欲を高めながら、子どもたちの思い

や願いに沿った思考のつながりのある授業展開を目指

すことができるだろう。子どもの思考のつながりのあ

る授業が実現すれば、教師主導ではなく「子ども主体」

の学びであると言えるだろう。

加えて、「子どもに学びの主体を預ける」具体的な方

法の２つ目として、子どもたちが「決める」機会を効

果的に設定することを提案したい。幼児教育では、活

動の主体は幼児であり幼児自身が様々なことを決めて

いる。どの園でも時間の流れに沿った１日の生活の流

れがあるが、基本的には「何をして遊ぶか、誰と遊ぶ

か、何を使って遊ぶか、いつまで遊ぶか、どうやって

遊ぶか」などはすべて幼児に委ねられている。一方、

小学校ではその日の時間割に沿って決められた学習内

容を、決められた席で、決められたスピードで、決め

られた仲間と学ぶことが日常である。「自分で決められ

なくなる」ということは、低学年児童にとって非常に

大きな変化だと考えられる。先述した筆者によるアン

ケート調査の結果 ）からも、低学年児童が授業の中で

判断する機会を充分に与えられていない現状が見えた。

幼児期に物事を決めることができる力が育まれている

のだから、それを入学後も発揮させることで、子ども

たちは伸び伸びと活動することができる。私たち小学

校教員は、まずは児童に決めさせて様子を見取り、支

援が必要であれば手を差し伸べるようにすればいいの

ではないか。教師が決めた内容をこなすだけでは、授

業の主体は活動の内容を決める教師側にある。すべて

の活動を子どもが決めることは不可能であるが、授業

の中で「決める」機会を効果的に設定し、子どもにと

ってその活動が「自分事」となれば、自ずと学びの主

体は児童となる。筑波大学附属小学校では、「きめる学

び」として「知的にたくましい子ども」を育てる授業

づくりの研究が行われた。この研究では、授業の中に

「自己決定」 主体的 と「合意形成」 対話的 の学

習を持ち込むことで、問題意識や責任感が生まれ、ま

た、他者に伝えたいこと、他者から聞きたいことがで

きて対話が生まれ、深い学びに至るというプロセスが

示されている ）。今次改訂の学習指導要領で求められ

る「主体的・対話的で深い学び」の実現にも「決める」

という行為が重要な役割を担う。低学年児童が「決め

る」機会を保障した授業を提案したい。

（４）子どもの思いや願いを表出させる方法

子どもたちに学びの主体を預けた授業を展開するに

は、子どもたちの様子を見取ること重要である。神永

（ ）は、生活科の授業を進める上で「子どもから

引き出す」構えをもつことが教師にとって重要な姿勢

であると述べると共に、どのような場でどのような手

立てで子どもの思いや思考を引き出していくとよいの

かは、これからの生活科の授業における重要な検討課

題だとしている。 ）斎藤（ ）は、生活科の振り返

りのさせ方に着目し、「マイキャラカード」を開発した。
）マイキャラカードを活用することで、小学校低学年

児童でもメタ認知が可能になり、自律的に学習を進め

ていけることをねらっている。自分視点で活動の振り

返りをする従来の振り返りシートとは異なり、あらか

じめ考えておいた１分程度で書けるキャラクターに吹

き出しをつけ、そのキャラが自分に向けてアドバイス

をするという形で振り返りを行っていた。自分だけれ

ど自分ではないような、他人だけれど他人ではないよ

うな存在のマイキャラと自己内対話をさせるというこ

とである。本研究では、「子どもの思いや願いを素直に

表出させること」を第一の目的として、一人一人に紙

粘土でマスコット（通称マイキャラ）を制作させて振

学校教員はどのような心構えで低学年児童へ関わり、

具体的にどのような視点で教育方法の改善をすべきか

を明らかにしていきたい。

２２ 授授業業実実践践にに向向けけてて

（１）幼児教育で培われる資質・能力

① 環境を通して行う教育

教師は、幼児が主体性を発揮して活動を展開してい

くことができるように配慮し、教師主導の一方的な保

育の展開にならないようにしている。また、環境に含

まれている教育的価値を教師が取り出して、直接幼児

に押し付けることもない。だからといって、遊具や用

具、素材だけを準備して後は幼児の動くままに任せる

ということではなく、教師の願い（目標）に向かって、

「このような環境を構成したら、幼児は～のような姿

を見せるだろう」と綿密に計画を立て、幼児の様子を

見取りながら保育を展開している。

② 幼児期にふさわしい生活の展開

このような環境における幼児の生活において「教師

との信頼関係に支えられた生活」「興味や関心に基づい

た直接的な体験が得られる生活」「友達と十分に関わっ

て展開する生活」の３つがふさわしいものとして挙げ

られている。自ら環境と関わり、自分の世界を広げる

ために挑戦していく幼児たちにとって、教師は「安心

させてくれる」存在「支えてくれる」存在である。幼

児教育では、教師との確かな信頼関係の構築が大切に

されている。

③ 遊びを通した総合的な指導

幼児期の遊びは探究活動である。ままごとも、ブロ

ック遊びも、サッカーも、虫取りも、「もっと～にする

ためには？」という探究心にあふれている。幼児はそ

の時小さな研究者となり、自分の興味・関心にしたが

って遊びに没頭している。遊びを通して、楽しさから

生まれる意欲、熱中する集中心、遊びの中での気付き

を得た幼児は、無自覚ではあるが遊びを通して学ぶこ

との楽しさを知るようになる。（学びの芽生え）また、

友達との集団遊びを通して、協調性・我慢する力・粘

り強く努力することなどの非認知的能力を身に付けて

いくのである。

④ 一人一人の発達の特性に応じた指導

保育者は、子ども一人ひとりをよく観察し、個々の

子どもの性格や心情、得意・不得意、興味・関心、そ

の日の気分など、様々に気を配り、それらに配慮した

関わりをすることが求められる。だからこそ、保育者

は「幼児を肯定的に見て、内面を理解して、援助して

いく役割」を自覚した関わりが求められる。

汐見（ ）は、児童が入学前に経験してきたこの

ような保育を「常に子どもたちの主人公性を大切にし、

その意欲を高めていくことをていねいに保証するよう

に努め、どういう風にすると子どもたちが興味を持っ

てくれるか、楽しんでくれるかを考えながら動いてい

く」 ）という言葉で表現している。まさに、幼児教育

の主役は「子ども」である。保育者は、環境の一部と

なり、あたたかいまなざしで子どもの様子を見取りな

がら、子どもの育ちを支える存在である。

（２）幼児教育と低学年教育をつなげる視点

このように、幼児教育で大切にされていることは小

学校でも引き続き大切にされるべきである。その一方、

学習指導要領において定められた時間の中で到達目標

（生活科のみ方向目標）が設定されている小学校では、

幼児教育の学びの環境そのものを継続していくことは

不可能である。木下（ ）は両者の違いについて、

「内容を学ばせる小学校と、学んだことが内容になる

幼稚園」）と表現し、「それぞれに良さがあり、連携す

ることによって独自性が消えてしまってはいけない」
）と指摘している。つまり、小学校での教育方法が幼

稚園や保育所に寄りすぎてもいけないし、園が小学校

のような内容を学ばせる教育活動を行うことは幼児教

育の良さを消すことになるということである。では、

小学校は教育活動において幼児教育のどのような要素

を「つなげる」ことができるのであろうか。

このような理念を授業実践に具現化する視点として

一番大切にしたいことは「子どもたちのもつ可能性を

信じる」ことである。つまり、入学までに育まれた個々

の子どもの良さ・得意なこと・成長したいと願ってい

ることなどを見取ろうと努め、その子のもつ可能性を

信じることである。子どもの育ちを信じることは、子

どもに授業の主体をあずけることにつながると共に、

教師がその学びの過程を見守り、支える存在となるこ

とにつながる。小木（ ）は、「いまの社会、いまの

学校というのは、管理が行き過ぎて、子どもに対して

過干渉になっている。このことが子どもの考える力や

判断力を奪っている。」 ）と指摘する。教師や保護者

は「転ばぬ先の杖」でつい先回りして子どものやるこ

とに口を出したり、失敗を避けられるように障害を取

り除いたりしてしまいがちであるが、それは子どもの

主体性や成長のチャンスを奪うことになるのである。

筆者は、 年に幼稚園勤務の長いベテラン教諭に

聞き取り調査を行った。その教諭は「何でもできる年

長さん、みんなのあこがれ年長さん」であったのに、

１年生にあがったとたん幼児扱いをされてしまう卒園

生を見て「はがゆい」思いになると語った。自分たち

で考える力が備わっているにも関わらずダンスの画一

的な振り付けを教え込まれる姿や、一言の指示で動け

る力があるにも関わらず、小学校教員から幼児扱いを

され細かな指示が出される様子に違和感があるという。

年の３月、筆者は刈谷市内の 幼児園と 幼児

園の保育参観の機会を得た。印象的であったのは、教

師が５歳児の幼児の思いを引き出すような声かけをし、

幼児の思いや願いを尊重していることであった。卒園

式の練習直後の全体指導では、うまくできたところを
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具体的に褒め、改善点を幼児に考えさせて発言させて

いた。自分たちの足りないところに気付いた幼児に対

して、教師が「じゃあどうしたい？」と問いかけるこ

とで子どもたちの思いや願いを引き出し、いくつかの

ポイントを意識しながらもう一度入場の練習をするこ

とに決まった。幼児は、「やらされること」ではなく自

分たちで考えた必要感のある行動なので、次の活動に

意欲的に取り組むことができていた。このように、子

どものもつ可能性を引き出すには、「未熟な存在だから

やってあげないとできないだろう」と決めつけ、失敗

をしないように守ってあげるのではなく、子どもたち

の思いを引き出してその先の活動を委ねることが必要

である。教育方法の改善として、小学校教員が子ども

の可能性を信じ、彼らに学びの主体を預けた授業づく

りをすれば、子どもは幼児期に育まれた力を生かすこ

とができるのではないか。

（３）学びの主体を預ける具体的な方法

「子どもに学びの主体を預ける」とは具体的にどう

するべきかについて考える。浦、松本（ ）は、幼

稚園教諭・保育士、小学校教諭、中学校教諭、学生（理

系）、学生（文系）計 名を対象に質問紙調査を行い、

自分の意志・判断で責任をもって行動していく子ども

の育成を目指すには、大人がどのように対応すること

が望ましいかについての提案をまとめた。大人は、子

どもが何かを言いにきた際にはまず、『共感・認め型』

の対応を行い、その後、子どもの願いを推し量りなが

ら、『願い確認型』の対応を行う。そうすることで、自

分のやりたいことの価値の自覚を促し、子どもの活動

意欲を高めることができる ）と述べている。ここで

いう『願い確認型』とは、これから子どもは何を求め、

どうしたいのかを直接確認するものであり、「〇〇君は

どうしたいの？」のような問いかけである。まさに、

前述した幼児園で見かけたやりとりである。教師が、

授業計画に合わせてめあてを提示しながら予定通り授

業を進めるのではなく、授業の中で子どもたちの思い

をしっかりと聞き、『願い確認型』の言葉で問い返すこ

とが効果的であると考えられる。そうすることで、子

どもたちの活動意欲を高めながら、子どもたちの思い

や願いに沿った思考のつながりのある授業展開を目指

すことができるだろう。子どもの思考のつながりのあ

る授業が実現すれば、教師主導ではなく「子ども主体」

の学びであると言えるだろう。

加えて、「子どもに学びの主体を預ける」具体的な方

法の２つ目として、子どもたちが「決める」機会を効

果的に設定することを提案したい。幼児教育では、活

動の主体は幼児であり幼児自身が様々なことを決めて

いる。どの園でも時間の流れに沿った１日の生活の流

れがあるが、基本的には「何をして遊ぶか、誰と遊ぶ

か、何を使って遊ぶか、いつまで遊ぶか、どうやって

遊ぶか」などはすべて幼児に委ねられている。一方、

小学校ではその日の時間割に沿って決められた学習内

容を、決められた席で、決められたスピードで、決め

られた仲間と学ぶことが日常である。「自分で決められ

なくなる」ということは、低学年児童にとって非常に

大きな変化だと考えられる。先述した筆者によるアン

ケート調査の結果 ）からも、低学年児童が授業の中で

判断する機会を充分に与えられていない現状が見えた。

幼児期に物事を決めることができる力が育まれている

のだから、それを入学後も発揮させることで、子ども

たちは伸び伸びと活動することができる。私たち小学

校教員は、まずは児童に決めさせて様子を見取り、支

援が必要であれば手を差し伸べるようにすればいいの

ではないか。教師が決めた内容をこなすだけでは、授

業の主体は活動の内容を決める教師側にある。すべて

の活動を子どもが決めることは不可能であるが、授業

の中で「決める」機会を効果的に設定し、子どもにと

ってその活動が「自分事」となれば、自ずと学びの主

体は児童となる。筑波大学附属小学校では、「きめる学

び」として「知的にたくましい子ども」を育てる授業

づくりの研究が行われた。この研究では、授業の中に

「自己決定」 主体的 と「合意形成」 対話的 の学

習を持ち込むことで、問題意識や責任感が生まれ、ま

た、他者に伝えたいこと、他者から聞きたいことがで

きて対話が生まれ、深い学びに至るというプロセスが

示されている ）。今次改訂の学習指導要領で求められ

る「主体的・対話的で深い学び」の実現にも「決める」

という行為が重要な役割を担う。低学年児童が「決め

る」機会を保障した授業を提案したい。

（４）子どもの思いや願いを表出させる方法

子どもたちに学びの主体を預けた授業を展開するに

は、子どもたちの様子を見取ること重要である。神永

（ ）は、生活科の授業を進める上で「子どもから

引き出す」構えをもつことが教師にとって重要な姿勢

であると述べると共に、どのような場でどのような手

立てで子どもの思いや思考を引き出していくとよいの

かは、これからの生活科の授業における重要な検討課

題だとしている。 ）斎藤（ ）は、生活科の振り返

りのさせ方に着目し、「マイキャラカード」を開発した。
）マイキャラカードを活用することで、小学校低学年

児童でもメタ認知が可能になり、自律的に学習を進め

ていけることをねらっている。自分視点で活動の振り

返りをする従来の振り返りシートとは異なり、あらか

じめ考えておいた１分程度で書けるキャラクターに吹

き出しをつけ、そのキャラが自分に向けてアドバイス

をするという形で振り返りを行っていた。自分だけれ

ど自分ではないような、他人だけれど他人ではないよ

うな存在のマイキャラと自己内対話をさせるというこ

とである。本研究では、「子どもの思いや願いを素直に

表出させること」を第一の目的として、一人一人に紙

粘土でマスコット（通称マイキャラ）を制作させて振

学校教員はどのような心構えで低学年児童へ関わり、

具体的にどのような視点で教育方法の改善をすべきか

を明らかにしていきたい。

２２ 授授業業実実践践にに向向けけてて

（１）幼児教育で培われる資質・能力

① 環境を通して行う教育

教師は、幼児が主体性を発揮して活動を展開してい

くことができるように配慮し、教師主導の一方的な保

育の展開にならないようにしている。また、環境に含

まれている教育的価値を教師が取り出して、直接幼児

に押し付けることもない。だからといって、遊具や用

具、素材だけを準備して後は幼児の動くままに任せる

ということではなく、教師の願い（目標）に向かって、

「このような環境を構成したら、幼児は～のような姿

を見せるだろう」と綿密に計画を立て、幼児の様子を

見取りながら保育を展開している。

② 幼児期にふさわしい生活の展開

このような環境における幼児の生活において「教師

との信頼関係に支えられた生活」「興味や関心に基づい

た直接的な体験が得られる生活」「友達と十分に関わっ

て展開する生活」の３つがふさわしいものとして挙げ

られている。自ら環境と関わり、自分の世界を広げる

ために挑戦していく幼児たちにとって、教師は「安心

させてくれる」存在「支えてくれる」存在である。幼

児教育では、教師との確かな信頼関係の構築が大切に

されている。

③ 遊びを通した総合的な指導

幼児期の遊びは探究活動である。ままごとも、ブロ

ック遊びも、サッカーも、虫取りも、「もっと～にする

ためには？」という探究心にあふれている。幼児はそ

の時小さな研究者となり、自分の興味・関心にしたが

って遊びに没頭している。遊びを通して、楽しさから

生まれる意欲、熱中する集中心、遊びの中での気付き

を得た幼児は、無自覚ではあるが遊びを通して学ぶこ

との楽しさを知るようになる。（学びの芽生え）また、

友達との集団遊びを通して、協調性・我慢する力・粘

り強く努力することなどの非認知的能力を身に付けて

いくのである。

④ 一人一人の発達の特性に応じた指導

保育者は、子ども一人ひとりをよく観察し、個々の

子どもの性格や心情、得意・不得意、興味・関心、そ

の日の気分など、様々に気を配り、それらに配慮した

関わりをすることが求められる。だからこそ、保育者

は「幼児を肯定的に見て、内面を理解して、援助して

いく役割」を自覚した関わりが求められる。

汐見（ ）は、児童が入学前に経験してきたこの

ような保育を「常に子どもたちの主人公性を大切にし、

その意欲を高めていくことをていねいに保証するよう

に努め、どういう風にすると子どもたちが興味を持っ

てくれるか、楽しんでくれるかを考えながら動いてい

く」 ）という言葉で表現している。まさに、幼児教育

の主役は「子ども」である。保育者は、環境の一部と

なり、あたたかいまなざしで子どもの様子を見取りな

がら、子どもの育ちを支える存在である。

（２）幼児教育と低学年教育をつなげる視点

このように、幼児教育で大切にされていることは小

学校でも引き続き大切にされるべきである。その一方、

学習指導要領において定められた時間の中で到達目標

（生活科のみ方向目標）が設定されている小学校では、

幼児教育の学びの環境そのものを継続していくことは

不可能である。木下（ ）は両者の違いについて、

「内容を学ばせる小学校と、学んだことが内容になる

幼稚園」）と表現し、「それぞれに良さがあり、連携す

ることによって独自性が消えてしまってはいけない」
）と指摘している。つまり、小学校での教育方法が幼

稚園や保育所に寄りすぎてもいけないし、園が小学校

のような内容を学ばせる教育活動を行うことは幼児教

育の良さを消すことになるということである。では、

小学校は教育活動において幼児教育のどのような要素

を「つなげる」ことができるのであろうか。

このような理念を授業実践に具現化する視点として

一番大切にしたいことは「子どもたちのもつ可能性を

信じる」ことである。つまり、入学までに育まれた個々

の子どもの良さ・得意なこと・成長したいと願ってい

ることなどを見取ろうと努め、その子のもつ可能性を

信じることである。子どもの育ちを信じることは、子

どもに授業の主体をあずけることにつながると共に、

教師がその学びの過程を見守り、支える存在となるこ

とにつながる。小木（ ）は、「いまの社会、いまの

学校というのは、管理が行き過ぎて、子どもに対して

過干渉になっている。このことが子どもの考える力や

判断力を奪っている。」 ）と指摘する。教師や保護者

は「転ばぬ先の杖」でつい先回りして子どものやるこ

とに口を出したり、失敗を避けられるように障害を取

り除いたりしてしまいがちであるが、それは子どもの

主体性や成長のチャンスを奪うことになるのである。

筆者は、 年に幼稚園勤務の長いベテラン教諭に

聞き取り調査を行った。その教諭は「何でもできる年

長さん、みんなのあこがれ年長さん」であったのに、

１年生にあがったとたん幼児扱いをされてしまう卒園

生を見て「はがゆい」思いになると語った。自分たち

で考える力が備わっているにも関わらずダンスの画一

的な振り付けを教え込まれる姿や、一言の指示で動け

る力があるにも関わらず、小学校教員から幼児扱いを

され細かな指示が出される様子に違和感があるという。

年の３月、筆者は刈谷市内の 幼児園と 幼児

園の保育参観の機会を得た。印象的であったのは、教

師が５歳児の幼児の思いを引き出すような声かけをし、

幼児の思いや願いを尊重していることであった。卒園

式の練習直後の全体指導では、うまくできたところを
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実践
単元名：

「ようこそ１年生・はじまるよ！２年生のわたし」
入学したばかりの１年生のために歓迎会を行う活動

学習時期： 年 月上旬～ 月下旬 （ 学期）

単元目標：
１年生との関わりや２年生主催の「２年生からのおくりもの

会」を通して、一つ学年が上がった自分の役割やできることが増
えたことに気付くとともに、友達と協力しながらより良い「おく
りもの会」になるようにお店作りの工夫をすることができ、活動

の達成感や満足感を味わう中で、何事も前向きに挑戦しようとす
ることができる。

実践１では、学区の幼児園の園長先生から２年生宛

てに手紙が届くところから学びのストーリーが始まっ

た。手紙は、「３月に送り出した新１年生たちの様子が

心配である。初めてのことがいっぱいで不安に感じて

いる子もいるのではないだろうか。まだまだ緊張して

いる１年生に、学校って楽しいところだと伝えてあげ

られるような楽しいことを考えてやってあげて欲しい」

という内容である。子どもたちは、すぐにどんなこと

をして１年生を楽しませてあげようかと話し始めた。

第２時の「１年生にしてあげたいこと」の話し合いで

は、合同運動会、工作、学校探検など様々なアイデア

が出た。話し合いの最後に、Ａ児が｢１年生のことをも

っとよく知るために、１年生の好きなこととかがわか

るようなアンケートをつくったり、これからはグルー

プに分かれて準備をしたりしたらいい｣と発言し、学級

の仲間が賛同したためその思いや願いを次時につなげ

ていった。授業のおわりに「今日の生活の授業を見て

いたマイキャラは、みなさんに何と言っていますか」

と問いかけると、子どもたちは楽しそうにマイキャラ

との対話を始めた。「マイキャラが自分の活動について

語る」という行為が２年生児童にとって難しいのでは

ないかと考えていたが、子どもたちは感覚的に理解し

たようであり、これ以上の説明を加える必要はなかっ

た。 児は、マイキャラ視点での振り返り（これ以降

「マイキャラ振り返り」と記す）に「１年生が学校を

楽しくなるようにがんばろう」と記述した。

その後も、子どもたちの思いや願いを生かすために

何度も話し合いを重ねた結果、体育館に１年生が楽し

めるような遊びのお店をいくつかつくり、それぞれの

お店を回って遊べるような会を企画し運営することに

なった。２年生全員（ 年 組 人を合わせて 人）

を集め、どのような遊びのお店をやりたいかを問い、

の遊び屋さんをつくることに決まった。そこから

は、お店ごとの準備を進めたり、リハーサルをしたり

して本番を迎えた。

児は、自分の好きな絵を描くことを生かし、友達

を誘って｢ぬり絵屋さん｣のグループをつくった。お店

づくりや１年生との遊び方については、グループごと

にどのようにしたいのかを相談し、様々なことを決め

させながら準備を進めた。教師は、必要があれば物を

準備したり、活動が停滞しているグループを見つけ、

活動の見通しをもたせたりするような声かけを続けた。

グループ活動を４時間終えてから行った全体会議で

は、１年生の歓迎会の目標をはっきりとさせるために

｢成功すること｣の具体的な姿について学年で話し合っ

た。「１年生が笑顔になったら成功」「もういちどやり

たいって言ったら成功」などの意見で黒板がいっぱい

になった。

資料３の下線①の記述からは、 児が｢１年生が楽
しくなってほしい｣という願いをもちながら活動して

いることが分かる。②の記述からは 児自身の意欲が

持続し、さらに高まっていることを見取ることができ

る。その後、話し合いと投票を通して１年生との歓迎

会の名前は「２年生からのおくりもの会」という名前

がついた。

資料４は 児による本番後の振り返りである。下線

①の記述からは、 児が話し合いを受けて成功の姿を

イメージしながら活動に取り組んだ様子がうかがえ

る。また、下線②の記述からは、ぬり絵を楽しむ１年

生の笑顔を見て自分がうれしくなり、活動の満足感を

味わった様子や、そこから先の活動へと思いや願いが

広がっていることが分かる。資料４の振り返りの後、

資料３ 全体会議後のマイキャラ振り返り（ 児）

１年生がたのしくなってほしいね。①ぼくもいっし
ょにてつだいたいなぁ。がんばってね！！ぼくはおう
えんやるきまんまんだからね。②２－１と２－２くみ
がんばってね。

資料４ 本番の振り返り（ 児）

今日、本ばん２年生からのおくりもの会がせいこうだ
と思いました。なぜかというとえがおになったらせい
こうっていってたからせいこうだとおもいました。①

だからせいこうになってうれしかったしたのしかった
です。１年生とまたやりたいです。②

資料５ 本番のマイキャラ振り返り（ 児）

り返りの場で活用するという方法を考案した。（資料２）

先述した斎藤の実践では、「マイキャラからのアドバイ

ス」という視点で振り返りを書くことが設定されてい

た。本研究の振り返りでは、アドバイスという視点も

含めて児童の思いや願いが豊かに表出されることをね

らい、「今日の生活の授業を見ていたマイキャラは、み

なさんに何と言っていますか」と問いかけるようにし

た。また、自分や友達のマイキャラと繰り返し関わり

愛着をもたせることで、児童はより素直に自分の思い

や願いを表出させられるだろうと考え、生活科の授業

を中心として年間通して児童とマイキャラとの関わり

をもたせるような場を意図的に設定した。 ）このよう

に、マイキャラの活用により表出された子どもたちの

言葉から思いや願いを見取り、子どもに学びの主体を

預けた生活科の授業実践を目指したい。

（５）生活科との親和性

今次改訂の学習指導要領では、生活科の教科目標に

「自立し生活を豊かにしていく」という文言が示され

た。それは「生活科における究極的な児童の姿」 で

ある。生活科は創設以来、学習上の自立、生活上の自

立、そして精神上の自立という３つの自立への基礎を

養うことを目指してきた。精神上の自立とは、学習お

よび生活上の自立へと向かいながら「自分のよさや可

能性に気付き，意欲や自信をもつことによって，現在

及び将来における自分自身の在り方を求めていくこと

ができるということ」 である。加えて、今次改訂の

学習指導要領では、教科固有の学びの有り様である「見

方・考え方」が示された。他教科は見方・考え方を「働

かせ」と示されている一方、生活科は見方・考え方を

「生かし」となっている。これについて柘植（ ）

は、「生活科の学習過程において、児童自身が幼児期ま

でにすでに有している見方考え方を働かせ、学ぶと言

うことであり、小学校入学後の学びは、いわゆるゼロ

からのスタートではない」 と述べる。さらに、生活

科は、幼児教育と同じく方向目標として教師の願いが

設定され、一人一人の思いや願いを生かしながら展開

する教科である。対象との関わり方や、思いや願いの

表現の仕方の自由度が高いため、それぞれの児童が自

分の得意なことや好きなことを生かしやすいという特

質がある。

本研究では、生活科のもつそれらの特質を生かし、

幼児期に育まれた資質・能力を低学年教育につなぐた

めの授業を提案したい。そして、生活科の授業を通し

て低学年児童が自分のよさや可能性に気付き，意欲や

自信をもつことができれば、幼児期に育まれた資質・

能力をつなぐことができたと言えるのではないだろう

か。自分の力を発揮し、思いや願いの実現に向かうこ

とができた児童は「ぼくってすごいんだな。」「次はこ

んなこともできそう。挑戦してみたいな。」「もっとす

てきな自分になりたいな。」という思いをもつだろう。

そして、授業を通して自分を肯定的に捉える機会が積

み重なっていくことで、これからの自分の成長に期待

しながら３年生に進級することができるだろう。幼児

教育を土台にし、生活科を中心とした低学年教育で育

んだ「自分のために成長していきたい」という前向き

な思いは、その後の児童の学びを支える原動力となる

だろう。

３３ 研研究究のの内内容容

（１）目指す子どもの姿

（２）研究の仮説と手立て

これまで述べてきた内容を基に生活科の授業を構想

するにあたり、以下のような仮説を設定した。

仮説に対する手立てとして以下の１と２を設定し

た。そして、子どもたちの思いや願いを見取る手段と

して手立て３を設定した。

これらの仮説と手立てを用いて１学期および２学期

に２年１組（ 名）で授業実践を行う。１学期の実践

（実践１）の終了後と２学期の実践（実践２）終了後

に同様のアンケート調査を行う。教師の見取り、児童

のワークシート、アンケート調査等の分析結果から、

提案した仮説と手立ての有効性について検討する。

４４ 授授業業のの実実際際とと考考察察

（１）実践１について

手立て１
授業の中で子どもたちの思いをしっかりと聞き、次にした

いことを丁寧に聞き取ったり見取ったりして子どもたちの
思いや願いに沿った思考のつながりのある授業を展開する。

手立て２
授業の中で子どもが「きめる」機会を効果的に設定する。

手立て３
自分視点での振り返りと共に、マイキャラを活用した振り

返りをさせる機会を設定する。

教師が子どもの可能性を信じ、子どもに学びの主体

を預けた生活科の授業づくりをすれば、子どもは自

分の良さやがんばりを認め、自分や自分たちのもつ

可能性を信じながら、思いや願いの実現に向かって

意欲的に活動することができるだろう。

自分の良さやがんばりを認め、自分や自分たちのも

つ可能性を信じながら意欲的に活動する子ども。

資料２ 図画工作の時間を利用して制作したマイキャラ
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実践
単元名：

「ようこそ１年生・はじまるよ！２年生のわたし」
入学したばかりの１年生のために歓迎会を行う活動

学習時期： 年 月上旬～ 月下旬 （ 学期）

単元目標：
１年生との関わりや２年生主催の「２年生からのおくりもの

会」を通して、一つ学年が上がった自分の役割やできることが増
えたことに気付くとともに、友達と協力しながらより良い「おく
りもの会」になるようにお店作りの工夫をすることができ、活動

の達成感や満足感を味わう中で、何事も前向きに挑戦しようとす
ることができる。

実践１では、学区の幼児園の園長先生から２年生宛

てに手紙が届くところから学びのストーリーが始まっ

た。手紙は、「３月に送り出した新１年生たちの様子が

心配である。初めてのことがいっぱいで不安に感じて

いる子もいるのではないだろうか。まだまだ緊張して

いる１年生に、学校って楽しいところだと伝えてあげ

られるような楽しいことを考えてやってあげて欲しい」

という内容である。子どもたちは、すぐにどんなこと

をして１年生を楽しませてあげようかと話し始めた。

第２時の「１年生にしてあげたいこと」の話し合いで

は、合同運動会、工作、学校探検など様々なアイデア

が出た。話し合いの最後に、Ａ児が｢１年生のことをも

っとよく知るために、１年生の好きなこととかがわか

るようなアンケートをつくったり、これからはグルー

プに分かれて準備をしたりしたらいい｣と発言し、学級

の仲間が賛同したためその思いや願いを次時につなげ

ていった。授業のおわりに「今日の生活の授業を見て

いたマイキャラは、みなさんに何と言っていますか」

と問いかけると、子どもたちは楽しそうにマイキャラ

との対話を始めた。「マイキャラが自分の活動について

語る」という行為が２年生児童にとって難しいのでは

ないかと考えていたが、子どもたちは感覚的に理解し

たようであり、これ以上の説明を加える必要はなかっ

た。 児は、マイキャラ視点での振り返り（これ以降

「マイキャラ振り返り」と記す）に「１年生が学校を

楽しくなるようにがんばろう」と記述した。

その後も、子どもたちの思いや願いを生かすために

何度も話し合いを重ねた結果、体育館に１年生が楽し

めるような遊びのお店をいくつかつくり、それぞれの

お店を回って遊べるような会を企画し運営することに

なった。２年生全員（ 年 組 人を合わせて 人）

を集め、どのような遊びのお店をやりたいかを問い、

の遊び屋さんをつくることに決まった。そこから

は、お店ごとの準備を進めたり、リハーサルをしたり

して本番を迎えた。

児は、自分の好きな絵を描くことを生かし、友達

を誘って｢ぬり絵屋さん｣のグループをつくった。お店

づくりや１年生との遊び方については、グループごと

にどのようにしたいのかを相談し、様々なことを決め

させながら準備を進めた。教師は、必要があれば物を

準備したり、活動が停滞しているグループを見つけ、

活動の見通しをもたせたりするような声かけを続けた。

グループ活動を４時間終えてから行った全体会議で

は、１年生の歓迎会の目標をはっきりとさせるために

｢成功すること｣の具体的な姿について学年で話し合っ

た。「１年生が笑顔になったら成功」「もういちどやり

たいって言ったら成功」などの意見で黒板がいっぱい

になった。

資料３の下線①の記述からは、 児が｢１年生が楽
しくなってほしい｣という願いをもちながら活動して

いることが分かる。②の記述からは 児自身の意欲が

持続し、さらに高まっていることを見取ることができ

る。その後、話し合いと投票を通して１年生との歓迎

会の名前は「２年生からのおくりもの会」という名前

がついた。

資料４は 児による本番後の振り返りである。下線

①の記述からは、 児が話し合いを受けて成功の姿を

イメージしながら活動に取り組んだ様子がうかがえ

る。また、下線②の記述からは、ぬり絵を楽しむ１年

生の笑顔を見て自分がうれしくなり、活動の満足感を

味わった様子や、そこから先の活動へと思いや願いが

広がっていることが分かる。資料４の振り返りの後、

資料３ 全体会議後のマイキャラ振り返り（ 児）

１年生がたのしくなってほしいね。①ぼくもいっし
ょにてつだいたいなぁ。がんばってね！！ぼくはおう
えんやるきまんまんだからね。②２－１と２－２くみ
がんばってね。

資料４ 本番の振り返り（ 児）

今日、本ばん２年生からのおくりもの会がせいこうだ
と思いました。なぜかというとえがおになったらせい
こうっていってたからせいこうだとおもいました。①

だからせいこうになってうれしかったしたのしかった
です。１年生とまたやりたいです。②

資料５ 本番のマイキャラ振り返り（ 児）

り返りの場で活用するという方法を考案した。（資料２）

先述した斎藤の実践では、「マイキャラからのアドバイ

ス」という視点で振り返りを書くことが設定されてい

た。本研究の振り返りでは、アドバイスという視点も

含めて児童の思いや願いが豊かに表出されることをね

らい、「今日の生活の授業を見ていたマイキャラは、み

なさんに何と言っていますか」と問いかけるようにし

た。また、自分や友達のマイキャラと繰り返し関わり

愛着をもたせることで、児童はより素直に自分の思い

や願いを表出させられるだろうと考え、生活科の授業

を中心として年間通して児童とマイキャラとの関わり

をもたせるような場を意図的に設定した。 ）このよう

に、マイキャラの活用により表出された子どもたちの

言葉から思いや願いを見取り、子どもに学びの主体を

預けた生活科の授業実践を目指したい。

（５）生活科との親和性

今次改訂の学習指導要領では、生活科の教科目標に

「自立し生活を豊かにしていく」という文言が示され

た。それは「生活科における究極的な児童の姿」 で

ある。生活科は創設以来、学習上の自立、生活上の自

立、そして精神上の自立という３つの自立への基礎を

養うことを目指してきた。精神上の自立とは、学習お

よび生活上の自立へと向かいながら「自分のよさや可

能性に気付き，意欲や自信をもつことによって，現在

及び将来における自分自身の在り方を求めていくこと

ができるということ」 である。加えて、今次改訂の

学習指導要領では、教科固有の学びの有り様である「見

方・考え方」が示された。他教科は見方・考え方を「働

かせ」と示されている一方、生活科は見方・考え方を

「生かし」となっている。これについて柘植（ ）

は、「生活科の学習過程において、児童自身が幼児期ま

でにすでに有している見方考え方を働かせ、学ぶと言

うことであり、小学校入学後の学びは、いわゆるゼロ

からのスタートではない」 と述べる。さらに、生活

科は、幼児教育と同じく方向目標として教師の願いが

設定され、一人一人の思いや願いを生かしながら展開

する教科である。対象との関わり方や、思いや願いの

表現の仕方の自由度が高いため、それぞれの児童が自

分の得意なことや好きなことを生かしやすいという特

質がある。

本研究では、生活科のもつそれらの特質を生かし、

幼児期に育まれた資質・能力を低学年教育につなぐた

めの授業を提案したい。そして、生活科の授業を通し

て低学年児童が自分のよさや可能性に気付き，意欲や

自信をもつことができれば、幼児期に育まれた資質・

能力をつなぐことができたと言えるのではないだろう

か。自分の力を発揮し、思いや願いの実現に向かうこ

とができた児童は「ぼくってすごいんだな。」「次はこ

んなこともできそう。挑戦してみたいな。」「もっとす

てきな自分になりたいな。」という思いをもつだろう。

そして、授業を通して自分を肯定的に捉える機会が積

み重なっていくことで、これからの自分の成長に期待

しながら３年生に進級することができるだろう。幼児

教育を土台にし、生活科を中心とした低学年教育で育

んだ「自分のために成長していきたい」という前向き

な思いは、その後の児童の学びを支える原動力となる

だろう。

３３ 研研究究のの内内容容

（１）目指す子どもの姿

（２）研究の仮説と手立て

これまで述べてきた内容を基に生活科の授業を構想

するにあたり、以下のような仮説を設定した。

仮説に対する手立てとして以下の１と２を設定し

た。そして、子どもたちの思いや願いを見取る手段と

して手立て３を設定した。

これらの仮説と手立てを用いて１学期および２学期

に２年１組（ 名）で授業実践を行う。１学期の実践

（実践１）の終了後と２学期の実践（実践２）終了後

に同様のアンケート調査を行う。教師の見取り、児童

のワークシート、アンケート調査等の分析結果から、

提案した仮説と手立ての有効性について検討する。

４４ 授授業業のの実実際際とと考考察察

（１）実践１について

手立て１
授業の中で子どもたちの思いをしっかりと聞き、次にした

いことを丁寧に聞き取ったり見取ったりして子どもたちの
思いや願いに沿った思考のつながりのある授業を展開する。

手立て２
授業の中で子どもが「きめる」機会を効果的に設定する。

手立て３
自分視点での振り返りと共に、マイキャラを活用した振り

返りをさせる機会を設定する。

教師が子どもの可能性を信じ、子どもに学びの主体

を預けた生活科の授業づくりをすれば、子どもは自

分の良さやがんばりを認め、自分や自分たちのもつ

可能性を信じながら、思いや願いの実現に向かって

意欲的に活動することができるだろう。

自分の良さやがんばりを認め、自分や自分たちのも

つ可能性を信じながら意欲的に活動する子ども。

資料２ 図画工作の時間を利用して制作したマイキャラ
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（３）実践１を終えての課題

実践１では、児童が遊び自体に浸りこみ、予想した

り、確かめたり、見直したりする姿はあまり見られず、

よりよい遊びを求めて試行錯誤していたとは言いがた

い。資料９のアンケートの結果②からも、児童が試行

錯誤できておらず、難しいことに挑戦しようとする気

持ちを十分に引き出せていないことが分かる。２学期

にはグループ活動ではなく個人の活動を主とし、それ

ぞれが自分の力を発揮できるような活動の設定が必要

である。また、アンケート③の結果からは、子どもた

ちが十分自分の良さを認められていない様子が分かる。

そのため、実践１よりも多くの友達とかかわる機会を

設けて互いの良さを伝え合うようにしたり、マイキャ

ラの活用により自分で自分のよさに気が付いていける

ような手立てを考えたりしたい。

（４）実践２について

実践
単元名：

「ぼくの！わたしの！ おもちゃ研究ものがたり」

年長児に渡す「動くおもちゃ」の製作活動

学習時期： 年 月中旬～ 月上旬 （２学期）

単元目標：

年長児にプレゼントするおもちゃを制作するために身近

な自然や身近にある物を使って遊ぶ活動を通して、その面白

さや自然の不思議さに気づくとともに、予想したり、試した

り、見直したりしながら遊びに使う物をつくったり遊んだり

することができ、友達のよさを取り入れたり自分との違いを

生かしたりしながら、年長さんのために遊びを楽しくしよう

とすることができる。

実践２では、１年生の担任から１学期の「おくりも

の会」についてお礼を伝えられるとともに、 月に園

児と１年生が「秋ランド」で交流する際に２年生の力

を貸してもらえないかと相談をされるという導入を考

えた。１学期の経験を生かした「秋ランド」のお店づ

くりへのアドバイスと、年長児がおみやげとして持ち

帰るための「動くおもちゃ」の制作を頼まれた児童は、

笑顔で快諾し、学びが動き出した。生活科ではゴムロ

ケットやどろだんごなど、全員が同じ対象について研

究し、よりよくなるように改良を重ねる実践が多数見

られるが、実践２では子どもたちのもつ決める力を信

じ、試行錯誤の機会を保障するためにどんなおもちゃ

をつくるかは自由とした。また、一人一つ以上のおも

ちゃを制作するという条件を提示し、グループではな

く個人での作業を主とした。そして、友達と関わりな

がら制作させるために「動く」という点だけは、共通

のキーワードとして設定した。

第２時には、「どうやっておもちゃを動かすのか」に

ついて学級で意見を出し合った。タイヤ、押す力、風

の力、ゴムの力などさまざまなアイデアが出て、活発

な意見交流となった。当初の計画では、この後どのよ

うなおもちゃをつくるのか調べ活動を行う予定であっ

たが、授業のおしまいに「この後どうしたい？」と児

童に問うと、「おもちゃを作ってみたい！」という意見

であった。そのため、児童の思いや願いに寄り添い次

時からおもちゃの制作を行うことに変更した。

児は、実践１が終わり夏休みを迎えるころ、マイ

キャラを自宅に持ち帰りたいと相談に来た。理由を尋

ねると、「夏休みの間も自分のことを見ていて欲しいか

ら」と答えた。実践２では、マイキャラとの関係が深

まっていると考えられる 児を中心に、どのような児

童の姿が見られたかを考察していきたい。

児は、第３～６時で空き箱を活用したブランコを

制作した。資料 は振り返り研究ノートである。

実践２では、子どもたちが自分のがんばりや研究が

積み重なっていることを視覚化するために、その日に

作ったおもちゃの写真をふりかえりの時間にタブレッ

トで撮影し、その日の研究ノートに貼るということを

繰り返した。（資料 ）資料 のマイキャラ振り返り

には、「ブランコもらってうれしいだろうね♡とっても

すごかったよ。」という記述が見られ、 児が年長児を

意識しておもちゃを制作していたことが分かる。資料

下線①の記述からは、 児が試行錯誤しながら活動

に取り組んだ様子が分かる。また、下線②の記述から

は、 児が自ら問いをもち、次時にその思いをつなげ

ていることが分かる。

第８時に「年長さんがどうなったら成功だろうか」

の話し合いを行った。実践１と同様に話し合いを通し

①
今の自分が好き（とても当てはまる＋やや当ては
まる）だと答えた児童は ％であった。

②
難しいことでも、失敗を怖がらないで挑戦してい
ると答えた児童は ％であった。

③
自分には、よいところがあると答えた児童は ％
であった。

資料９ １学期単元終了後のアンケート

資料 おもちゃづくりの振り返り（ 児）

資料 資料 の自分視点でのふりかえり

さいしょはぼうが立たなくて大苦戦したけれど、できました。こつ

はぼうの下の色々なところにテープを貼ることです。①

にんぎょうをブランコにのせてみたら後ろか前にたおれたりして、

どうしてだろう？と思ったのでまた次はその理由を調べたい。②

今度は資料５のようにマイキャラ視点での振り返りを

行ったところ、 児の振り返りの内容は大きく異なっ

た。｢いやぁすごかったね。｣｢１つだけものすごくよ

かったのはね、ぬりえチームさんが･･･（中略）１年

生も聞きやすかったと思うよ｣の記述からは、資料４

では表れなかった 児の素直な思いを見取ることがで

きる。さらに、｢こんどは３年生になったら１年生に

何かしたいね ！｣という記述からは、活動の達成感や

満足感を味わったことで自信をつけ、新たなことに挑

戦しようとする意欲がわき出ている姿を見取ることが

できる。学級全員の本番のマイキャラ振り返りの記述

量を分析したところ、 児のように、マイキャラ振り

返りの記述量の方が多い児童は６人にとどまった。一

方、自分視点での振り返りでは、「１年生が喜んでく

れてよかった。」「成功してうれしい。」などの言葉が

ほとんどの児童の記述にみられたが、マイキャラの振

り返りには 児のように自分を肯定的にとらえた記述

が目立った。中でも、資料６の 児のように、自分視

点でのふりかえりでは自分のことを否定的に書いてい

るが、マイキャラ振り返りでは自分を励ましたり良さ

を認めたりするような記述が見られた児童がいた。こ

のように、児童はマイキャラの活用により素直な心を

表出しやすく、自分で自分の良さやがんばりを記述す

ることにつながることがわかった。

本番の振り返りを終え、児童に｢この後どうした

い？｣と尋ねたところ、 児が｢園長先生に手紙を書き

たい｣と発言した。このような児童の思考を想定し、園

長先生には依頼済みであったため、手紙ではなく園長

先生を２－１の教室にお招きし｢園長先生への報告会｣

を行うこととなった。報告会では、教師が準備したス

ライドに合わせてグループごとに台詞を考えたり、活

動に対する願いやその時に感じた思いを語ったりした。

報告会のおしまいには、園長先生から直接感謝の思い

を伝えられ、さらに２学期に向けて再び年長児の世話

を依頼された。

第２時で１年生のことを知るためのアンケートを提

案した 児は、話し合い当日に自宅でアンケートを作

成し、次の日に持って来た。また、おくりもの会本番

でお店の仕事に加えて司会進行の役割に挑戦したり、

生きもの紹介グループの中心的存在として活躍する姿

を見せたりと、単元を通して意欲的な姿を見せていた。

資料７は 児の報告会の振り返りである。下線部①の

記述からは、 児が明確な目標をもって活動に取り組

んでいる様子を見取ることができる。また、園長先生

からのお願いは２年生全体へのものであったが、 児

はそれが自分の目標となっていることが分かる。また、

下線部②の記述からは、自分の目標も細かく設定して

取り組んだ様子を見取ることができる。

資料８下線部①の記述からは、園長先生に直接感謝

の気持ちを伝えられ、２学期に年長さんが学校に遊び

にくる時にも世話をお願いされたことを受け、自分や

２－１の仲間が園長先生に頼られているという喜びを

感じていることが分かる。また、下線部②の記述から

は、本単元での活動を価値づけてもらったことにより

自信をつけ、新たなことに挑戦しようとする意欲的な

姿を見取ることができる。
（２）実践１の成果

手立て１に従い授業を展開したところ、 児のよう

に「１年生にアンケートを取りたい」という発言や

児の「園長先生にお手紙を書きたい」という次の活動

につながるような自然な発言が見られた。こちらが子

どもの思考を無理にひっぱることなく、子どもたちの

思いや願いが次の活動へと自然につながった。

手立て２に従い、授業の中で子どもが「決める」機

会を効果的に設定し、お店の遊びの内容や店のレイア

ウトなどをグループごとに相談して決めていくように

したところ、資料５の 児のように自分たちのお店に

愛着をもち、頑張りを認めるような記述が見られた。

さらに、資料８の 児のように園長先生からの依頼を

自分事として捉え、単元を通して意欲的に活動する姿

が見られた。報告会で園長先生から直接お礼を伝えて

もらう場を設けたところ、 児は自分や２－１の仲間

が園長先生に頼られているという喜びを感じ、新たな

ことに挑戦しようとする思いを見取ることができた。

手立て３に従い、マイキャラを活用した振り返りを

させる機会を設定したところ、児童が気持ちを素直に

表出した。マイキャラ振り返りの記述を詳しく見ると、

実践１において「自分を肯定的にとらえる記述」が全

員に見られた。特に「すごいね。」と「がんばったね。」

ということばは全員の記述に見られた。２学期も引き

続きマイキャラの活用を続けることで子どもとマイキ

ャラの関係が深まり、より素直に児童の思いや願いが

表出されるのではないだろうか。

資料６ 本番の振り返り（ 児）

くん、すごくがんばっていたよ。ぼくは、 くんがダメで
もぼくはいいと思ったよ。すっごく くんのことが元気い
いなーって思ったよ。（マイキャラ振り返り）

ぜんぜんうまくできませんでした。あんまり人がきてくれ
ませんでした。１年生がえがおだった。（自分の振り返り）

資料７ 報告会の振り返り（ 児）

目ひょうは、えんちょう先生によろこんでくれる（もらう）ことだ

ったからそれがまもれて大せいこうだとおもいました。①

そして、二つ目の目ひょうがあるんだけど。じぶんの目ひょう。え

んちょう先生を５びょうくらい見ることと、しせいよく、わかる文

は見ないようにできた② からです。

資料８ マイキャラ振り返り（ 児）

も、目ひょうが２つもあるなんてお前すごすぎだろ！園ち
ょう先生の話オレも聞きたかったなー。もう一つやるな（、）
そんなに２－１たよられているなんてすごすぎだぞ！①

こんどもがんば！②
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（３）実践１を終えての課題

実践１では、児童が遊び自体に浸りこみ、予想した

り、確かめたり、見直したりする姿はあまり見られず、

よりよい遊びを求めて試行錯誤していたとは言いがた

い。資料９のアンケートの結果②からも、児童が試行

錯誤できておらず、難しいことに挑戦しようとする気

持ちを十分に引き出せていないことが分かる。２学期

にはグループ活動ではなく個人の活動を主とし、それ

ぞれが自分の力を発揮できるような活動の設定が必要

である。また、アンケート③の結果からは、子どもた

ちが十分自分の良さを認められていない様子が分かる。

そのため、実践１よりも多くの友達とかかわる機会を

設けて互いの良さを伝え合うようにしたり、マイキャ

ラの活用により自分で自分のよさに気が付いていける

ような手立てを考えたりしたい。

（４）実践２について

実践
単元名：

「ぼくの！わたしの！ おもちゃ研究ものがたり」

年長児に渡す「動くおもちゃ」の製作活動

学習時期： 年 月中旬～ 月上旬 （２学期）

単元目標：

年長児にプレゼントするおもちゃを制作するために身近

な自然や身近にある物を使って遊ぶ活動を通して、その面白

さや自然の不思議さに気づくとともに、予想したり、試した

り、見直したりしながら遊びに使う物をつくったり遊んだり

することができ、友達のよさを取り入れたり自分との違いを

生かしたりしながら、年長さんのために遊びを楽しくしよう

とすることができる。

実践２では、１年生の担任から１学期の「おくりも

の会」についてお礼を伝えられるとともに、 月に園

児と１年生が「秋ランド」で交流する際に２年生の力

を貸してもらえないかと相談をされるという導入を考

えた。１学期の経験を生かした「秋ランド」のお店づ

くりへのアドバイスと、年長児がおみやげとして持ち

帰るための「動くおもちゃ」の制作を頼まれた児童は、

笑顔で快諾し、学びが動き出した。生活科ではゴムロ

ケットやどろだんごなど、全員が同じ対象について研

究し、よりよくなるように改良を重ねる実践が多数見

られるが、実践２では子どもたちのもつ決める力を信

じ、試行錯誤の機会を保障するためにどんなおもちゃ

をつくるかは自由とした。また、一人一つ以上のおも

ちゃを制作するという条件を提示し、グループではな

く個人での作業を主とした。そして、友達と関わりな

がら制作させるために「動く」という点だけは、共通

のキーワードとして設定した。

第２時には、「どうやっておもちゃを動かすのか」に

ついて学級で意見を出し合った。タイヤ、押す力、風

の力、ゴムの力などさまざまなアイデアが出て、活発

な意見交流となった。当初の計画では、この後どのよ

うなおもちゃをつくるのか調べ活動を行う予定であっ

たが、授業のおしまいに「この後どうしたい？」と児

童に問うと、「おもちゃを作ってみたい！」という意見

であった。そのため、児童の思いや願いに寄り添い次

時からおもちゃの制作を行うことに変更した。

児は、実践１が終わり夏休みを迎えるころ、マイ

キャラを自宅に持ち帰りたいと相談に来た。理由を尋

ねると、「夏休みの間も自分のことを見ていて欲しいか

ら」と答えた。実践２では、マイキャラとの関係が深

まっていると考えられる 児を中心に、どのような児

童の姿が見られたかを考察していきたい。

児は、第３～６時で空き箱を活用したブランコを

制作した。資料 は振り返り研究ノートである。

実践２では、子どもたちが自分のがんばりや研究が

積み重なっていることを視覚化するために、その日に

作ったおもちゃの写真をふりかえりの時間にタブレッ

トで撮影し、その日の研究ノートに貼るということを

繰り返した。（資料 ）資料 のマイキャラ振り返り

には、「ブランコもらってうれしいだろうね♡とっても

すごかったよ。」という記述が見られ、 児が年長児を

意識しておもちゃを制作していたことが分かる。資料

下線①の記述からは、 児が試行錯誤しながら活動

に取り組んだ様子が分かる。また、下線②の記述から

は、 児が自ら問いをもち、次時にその思いをつなげ

ていることが分かる。

第８時に「年長さんがどうなったら成功だろうか」

の話し合いを行った。実践１と同様に話し合いを通し

①
今の自分が好き（とても当てはまる＋やや当ては
まる）だと答えた児童は ％であった。

②
難しいことでも、失敗を怖がらないで挑戦してい
ると答えた児童は ％であった。

③
自分には、よいところがあると答えた児童は ％
であった。

資料９ １学期単元終了後のアンケート

資料 おもちゃづくりの振り返り（ 児）

資料 資料 の自分視点でのふりかえり

さいしょはぼうが立たなくて大苦戦したけれど、できました。こつ

はぼうの下の色々なところにテープを貼ることです。①

にんぎょうをブランコにのせてみたら後ろか前にたおれたりして、

どうしてだろう？と思ったのでまた次はその理由を調べたい。②

今度は資料５のようにマイキャラ視点での振り返りを

行ったところ、 児の振り返りの内容は大きく異なっ

た。｢いやぁすごかったね。｣｢１つだけものすごくよ

かったのはね、ぬりえチームさんが･･･（中略）１年

生も聞きやすかったと思うよ｣の記述からは、資料４

では表れなかった 児の素直な思いを見取ることがで

きる。さらに、｢こんどは３年生になったら１年生に

何かしたいね ！｣という記述からは、活動の達成感や

満足感を味わったことで自信をつけ、新たなことに挑

戦しようとする意欲がわき出ている姿を見取ることが

できる。学級全員の本番のマイキャラ振り返りの記述

量を分析したところ、 児のように、マイキャラ振り

返りの記述量の方が多い児童は６人にとどまった。一

方、自分視点での振り返りでは、「１年生が喜んでく

れてよかった。」「成功してうれしい。」などの言葉が

ほとんどの児童の記述にみられたが、マイキャラの振

り返りには 児のように自分を肯定的にとらえた記述

が目立った。中でも、資料６の 児のように、自分視

点でのふりかえりでは自分のことを否定的に書いてい

るが、マイキャラ振り返りでは自分を励ましたり良さ

を認めたりするような記述が見られた児童がいた。こ

のように、児童はマイキャラの活用により素直な心を

表出しやすく、自分で自分の良さやがんばりを記述す

ることにつながることがわかった。

本番の振り返りを終え、児童に｢この後どうした

い？｣と尋ねたところ、 児が｢園長先生に手紙を書き

たい｣と発言した。このような児童の思考を想定し、園

長先生には依頼済みであったため、手紙ではなく園長

先生を２－１の教室にお招きし｢園長先生への報告会｣

を行うこととなった。報告会では、教師が準備したス

ライドに合わせてグループごとに台詞を考えたり、活

動に対する願いやその時に感じた思いを語ったりした。

報告会のおしまいには、園長先生から直接感謝の思い

を伝えられ、さらに２学期に向けて再び年長児の世話

を依頼された。

第２時で１年生のことを知るためのアンケートを提

案した 児は、話し合い当日に自宅でアンケートを作

成し、次の日に持って来た。また、おくりもの会本番

でお店の仕事に加えて司会進行の役割に挑戦したり、

生きもの紹介グループの中心的存在として活躍する姿

を見せたりと、単元を通して意欲的な姿を見せていた。

資料７は 児の報告会の振り返りである。下線部①の

記述からは、 児が明確な目標をもって活動に取り組

んでいる様子を見取ることができる。また、園長先生

からのお願いは２年生全体へのものであったが、 児

はそれが自分の目標となっていることが分かる。また、

下線部②の記述からは、自分の目標も細かく設定して

取り組んだ様子を見取ることができる。

資料８下線部①の記述からは、園長先生に直接感謝

の気持ちを伝えられ、２学期に年長さんが学校に遊び

にくる時にも世話をお願いされたことを受け、自分や

２－１の仲間が園長先生に頼られているという喜びを

感じていることが分かる。また、下線部②の記述から

は、本単元での活動を価値づけてもらったことにより

自信をつけ、新たなことに挑戦しようとする意欲的な

姿を見取ることができる。
（２）実践１の成果

手立て１に従い授業を展開したところ、 児のよう

に「１年生にアンケートを取りたい」という発言や

児の「園長先生にお手紙を書きたい」という次の活動

につながるような自然な発言が見られた。こちらが子

どもの思考を無理にひっぱることなく、子どもたちの

思いや願いが次の活動へと自然につながった。

手立て２に従い、授業の中で子どもが「決める」機

会を効果的に設定し、お店の遊びの内容や店のレイア

ウトなどをグループごとに相談して決めていくように

したところ、資料５の 児のように自分たちのお店に

愛着をもち、頑張りを認めるような記述が見られた。

さらに、資料８の 児のように園長先生からの依頼を

自分事として捉え、単元を通して意欲的に活動する姿

が見られた。報告会で園長先生から直接お礼を伝えて

もらう場を設けたところ、 児は自分や２－１の仲間

が園長先生に頼られているという喜びを感じ、新たな

ことに挑戦しようとする思いを見取ることができた。

手立て３に従い、マイキャラを活用した振り返りを

させる機会を設定したところ、児童が気持ちを素直に

表出した。マイキャラ振り返りの記述を詳しく見ると、

実践１において「自分を肯定的にとらえる記述」が全

員に見られた。特に「すごいね。」と「がんばったね。」

ということばは全員の記述に見られた。２学期も引き

続きマイキャラの活用を続けることで子どもとマイキ

ャラの関係が深まり、より素直に児童の思いや願いが

表出されるのではないだろうか。

資料６ 本番の振り返り（ 児）

くん、すごくがんばっていたよ。ぼくは、 くんがダメで
もぼくはいいと思ったよ。すっごく くんのことが元気い
いなーって思ったよ。（マイキャラ振り返り）

ぜんぜんうまくできませんでした。あんまり人がきてくれ
ませんでした。１年生がえがおだった。（自分の振り返り）

資料７ 報告会の振り返り（ 児）

目ひょうは、えんちょう先生によろこんでくれる（もらう）ことだ

ったからそれがまもれて大せいこうだとおもいました。①

そして、二つ目の目ひょうがあるんだけど。じぶんの目ひょう。え

んちょう先生を５びょうくらい見ることと、しせいよく、わかる文

は見ないようにできた② からです。

資料８ マイキャラ振り返り（ 児）

も、目ひょうが２つもあるなんてお前すごすぎだろ！園ち
ょう先生の話オレも聞きたかったなー。もう一つやるな（、）
そんなに２－１たよられているなんてすごすぎだぞ！①

こんどもがんば！②
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は数名の児童のおもちゃで遊ぶ姿しか収められておら

ず、大多数の児童は自分のおもちゃがどのように遊ん

でもらえているかは確認できなかった。そのような状

況でも、自分のおもちゃが映らずに不満を口にする児

童はいなかった。「僕のおもちゃが出なかったけど、み

んなのおもちゃが遊んでもらっていたから良かった。」

と振り返った 児の言葉からは、児童一人一人が活動

に満足していると同時に、学びが自分事を越えて「み

んなのもの」になっていたことが分かる。

２学期の単元終了後のアンケートの結果（資料 ）

からは、①の項目は高い割合を維持しつつ②と③の項

目の割合が上がっていることが分かる。それは、本単

元で試行錯誤の末に自分の納得いくおもちゃが制作で

きた満足感を味わったり、年長さんを楽しませるとい

う目標が達成できたことで自信をつけたりした児童が、

生活上の様々なことに挑戦しようとする前向きな気持

ちをもつことができたからではないだろうか。②を「そ

う思う」と回答した児童に理由を尋ねると、「もし九九

のテストで失敗しても、またどんどん練習して挑戦し

ているから」「失敗してもまたやり直したら最後できる

ようになった」など、自分の可能性を信じて粘り強く

取り組もうとする意欲が感じられた。

③の結果は、マイキャラの活用による効果が大きい

と感じた。２学期のマイキャラ振り返りの分析をして

みると、１学期と同様に「すごいね。」「さすが〇〇だ

ね。」等の自分を肯定的にとらえる記述が全員に見られ

た。自分を肯定的に見て応援してくれる存在であるマ

イキャラがいることで、自分の良さを実感する機会が

増えたのではないだろうか。加えて、資料 は、実践

２のマイキャラ振り返りの記述内容について整理した

表である。実践２の間に児童が書いたマイキャラ振り

返りの文章の中に期待型、想像型、確信型（筆者によ

る仲間分け）の記述があるかどうかを調べ、それぞれ

の記述がある児童の数を単純に合計したものである。

すると、 人中８人が「絶対に年長さんはこのおもち

ゃ気に入ってくれるよ」等の年長児を喜ばせられる自

分であることを確信する記述を書いていた。また、確

信するまでには至らないが、「年長さんきっと喜ぶよ」

等の成功する姿を想像している児童や、「喜んでくれる

といいね」等の前向きな思いをもっている児童がいた

ことが分かった。

資料 を見ると、実践２でマイキャラが自分に宛

てて「もっと～してみたらいいんじゃない？」「次も～

してね！」等のアドバイスをする「助言型」の記述が

見られた児童が 人中 人いた。実践１でも、 人

の児童が助言型の記述をしていた。２つの実践を通し

てこのような姿を見取ることができたため、マイキャ

ラの活用により児童は自分の思いや願いを表出しやす

くなると同時に、次時に向けて思考をつなげ、よりよ

い結果やより良い自分になるために活動を修正したり

確認したりしようとしていることが示唆された。さら

に、資料 のＥ児のように自分の成長を実感してい

る記述（成長型）が見られた児童が４人いた。内容９

の成長単元ではなくても、自然と自分ができるように

なったことに目が向いているのである。低学年児童に

とって、自分の成長を認知することは困難であるが、

マイキャラの活用によりそれが可能になることが示唆

された。

資料 は、 児のマイキャラ振り返りである。これ

までの自分のがんばりを認める記述の後に「もっと好

きになったよ」と続く。これは、 児が自分のことを

以前よりも好きになっていることの証である。
５５ 研研究究のの成成果果とと今今後後のの方方向向性性

（１）研究の成果

教師が子どもの可能性を信じ、子どもに学びの主体

を預けた生活科の授業づくりをしたところ、子どもは

自分の良さやがんばりを認め、自分や自分たちのもつ

可能性を信じながら、思いや願いの実現に向かって意

欲的に活動することができた。

手立て１に従い、授業の中で子どもたちの思いをし

っかりと聞き、次にしたいことを丁寧に聞き取ったり

見取ったりしたところ、両実践とも子どもの思いや願

いに沿った思考のつながりのある授業を展開すること

ができた。

手立て２に従い、授業の中で子どもが「決める」機

会を効果的に設定したことで、目の前の活動が自分事

となり、単元のはじめからおわりまで意欲的に試行錯

誤する姿を見取ることができた。また、実践２の 児

１
学期

２
学期

① 今の自分が好きだと答えた児童 ％ ％

②
難しいことでも、失敗を怖がらな
いで挑戦していると答えた児童

％ ％

③
自分には、よいところがあると答
えた児童

％ ％

資料 実践２終了後の児童アンケートの結果

資料 実践２のマイキャラ振り返りの記述を整理した表１

ママイイキキャャララ振振

りり返返りりにに表表れれ

たた言言葉葉のの型型

期期待待型型

喜んでくれる

といいね。等

想想像像型型

きっと喜ぶよ。

成功すると思

うよ。等

確確信信型型

絶対に喜んで

くれるよ。等

人人 数数 ４４人人 ７７人人 ８８人人

資料 実践２のマイキャラ振り返りの記述を整理した表２

ママイイキキャャララ振振

りり返返りりにに表表れれ

たた言言葉葉のの型型

助助言言型型

もっと～してみたら

いいんじゃない？等

成成長長実実感感型型

〇〇ができるようにな

ったね。成長したね。等

人人 数数 １１６６人人 ４４人人

え、すごいすごい！せつめい書を２つ書けたしすごい！

ぼくはこのときをまってたんだ！かんせいしてすごいね。やっぱり

すごいね。Ｇちゃんががんばったからできたんだよ！ぼくは、もっ

とＧちゃんのことを好きになったよ。もっとほめてあげよう！

資料 プレゼントの準備が完成した日のマイキャラ振り返り（ 児）

て相手意識をもたせ、活動のゴールを明確にするため

である。「年長さんが何度も遊んでくれる」「２年生が

作るおもちゃは自分たちよりすごいと言ってくれる」

など、目指すおもちゃの姿がはっきりとしてくると、

子どもたちは今のおもちゃでは納得がいかなくなった。

「もっとがんじょうにしたい」「もっとかっこよくした

い」「部品がとれないようにしたい」という思いや願い

が沸きあがり、おもちゃの仕上げへと子どもの思考が

つながっていった。 児は、「このおもちゃたからも

の！」と言って欲しい。という願いをもち、その後資

料 の２つのおもちゃを制作した。

当初の計画では、理科を専門とする本校職員が「は

かせ」として登場し、子どもたちにとっておきのおも

ちゃを見せたり相談にのったりする時間を設定してい

た。しかし、子どもたちは一向に外からの助言を求め

たがらなかった。そのため、無理に子どもの思考をこ

ちらの計画に寄せず、その予定を中止した。こちらが

思うよりもずっと、子どもたちは「とにかく自分（た

ち）の力でやりたい」のだと感じた。一方、アイデア

が浮かばすに活動が停滞している児童も数名いたため、

作り方を直接指導するのではなく、図書室で借りてお

いた工作の本を教室後方のロッカーの上に設置して自

由に手に取れる環境を整えた。すると児童は自然と本

に手を伸ばし、作りたいものを決めて制作していくよ

うになった。

児は資料 のおもちゃを制作する過程でうまくい

かないことがあるとまわりの友達に相談したり、度々

筆者に助言をもらいに来たりした。おもちゃを制作し

ている間、 児だけではなく多くの児童が仲間と対話

している姿を見取ることができた。自分と違うおもち

ゃに挑戦している友達の隣へ行き、「すごい。これどう

やって作ったの？どんなふうに動くの？」と声をかけ

たり、困りごとがある子の周りに自然と児童が集まり、

解決策を数人で相談し合ったりしていた。教師が「〇

〇さんの困りごとを解決しよう」等の話し合いを段取

りしなくても、児童は自然と対話を繰り返しながら活

動を進めることができるのだと学んだ。加えて、児童

の活動の様子を見ていると、それぞれが違ったおもち

ゃの制作に挑戦しているからこそ、個人の知識や技能

の差が出にくいことにも気が付いた。

資料 の下線部①の記述には、その日に自分が決

めて取り組んだ内容が詳細に記されている。 児がど

のようなことに気を付けて試行錯誤をしたのかがよく

分かる。さらに、下線部②の記述からは、 児が両方

のキャラの大きさがそろわないとうまくおもちゃを動

かすことができないという気付きを得ていることが分

かる。

全員のおもちゃが完成した時点で、「この後、どうし

ていけば成功させられそう？」と児童に問いかけ、次

の活動へと思考をつなげていった。すると、「おもちゃ

の遊び方を教えてあげないと年長さんは遊べないかも

しれない」という意見が多数出たので、国語と合科し

て遊び方説明書を作ることになった。全員が説明書を

作り終えた後、「年長さんに渡す前に最後にどうした

い？」と問いかけると「プレゼントみたいにリボンを

つけたい」という意見が出たので、説明書とおもちゃ

を紙袋に入れ、自由にラッピングをすることになった。

秋ランドの前日に、今どのような気持ちかを児童に

尋ねた。資料 は授業記録である。児童の発言から

は、心配、不安、さみしさ、期待感などの感情を見取

ることができる。 児による下線部①の発言は、おも

ちゃ作りに夢中になり、おもちゃが自分にとって特別

な存在になったからこそ語られたものであると言える。

次の日には、予定通り１年生の秋ランドが行われ、終

わりの会で無事年長さんにおもちゃを手渡しすること

ができた。幼児園の先生にお願いして、年長児が２年

生のおもちゃで遊んでいるところの動画を撮影しても

らい、後日その動画を児童に見せた。年長児のはしゃ

ぐ声と楽しそうに遊ぶ様子を見た２年生は大喜びであ

った。

資料 の下線部①からは、動画中の年長児が喜ぶ

姿を見て 児自身が嬉しい気持ちを味わっていること

が分かる。また、下線部②からは、単元を通して長い

文章が書けるようになった自分や、おもちゃをいっぱ

い作れるようになった自分に気付き、成長を実感して

いる様子を見取ることができる。加えて、この動画で

資料 児がつくったおもちゃ

ちゃんすごいね！うさぎとねこのもつものをそれぞれかえたんだ

ね。もちつきのはこにみどりのテープをはってかみがみえなくもし

ていたね。① ねことうさぎのかたちがだいたいおなじじゃなき

ゃだめだもんね。②

資料 ３つ目のおもちゃを完成させた日のマイキャラふりかえり（ 児）

：大事に遊んでくれるかなという気持ちです。

：つぶされたりこわされたりしたらさみしいです。なんだか心配

とか不安な気持ち。

：だけど、大切にしてくれたらうれしいです。

：がんばってつくったおもちゃをあげちゃうのはなんか悲しい。①

資料 おもちゃを渡す前日の児童の発言

私はめっちゃうれしいよ。理由はおもちゃを渡して映像がきて（年

長さんが）めっちゃ楽しそうだったからめっちゃ嬉しかったんだ

よ。① 文をめっちゃいっぱい書けるようになったね。 ちゃん、最

初「何作ろう」なんて言っていたけど、いっぱい作れたね。②

資料 動画視聴後のマイキャラ振り返り（ 児）
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は数名の児童のおもちゃで遊ぶ姿しか収められておら

ず、大多数の児童は自分のおもちゃがどのように遊ん

でもらえているかは確認できなかった。そのような状

況でも、自分のおもちゃが映らずに不満を口にする児

童はいなかった。「僕のおもちゃが出なかったけど、み

んなのおもちゃが遊んでもらっていたから良かった。」

と振り返った 児の言葉からは、児童一人一人が活動

に満足していると同時に、学びが自分事を越えて「み

んなのもの」になっていたことが分かる。

２学期の単元終了後のアンケートの結果（資料 ）

からは、①の項目は高い割合を維持しつつ②と③の項

目の割合が上がっていることが分かる。それは、本単

元で試行錯誤の末に自分の納得いくおもちゃが制作で

きた満足感を味わったり、年長さんを楽しませるとい

う目標が達成できたことで自信をつけたりした児童が、

生活上の様々なことに挑戦しようとする前向きな気持

ちをもつことができたからではないだろうか。②を「そ

う思う」と回答した児童に理由を尋ねると、「もし九九

のテストで失敗しても、またどんどん練習して挑戦し

ているから」「失敗してもまたやり直したら最後できる

ようになった」など、自分の可能性を信じて粘り強く

取り組もうとする意欲が感じられた。

③の結果は、マイキャラの活用による効果が大きい

と感じた。２学期のマイキャラ振り返りの分析をして

みると、１学期と同様に「すごいね。」「さすが〇〇だ

ね。」等の自分を肯定的にとらえる記述が全員に見られ

た。自分を肯定的に見て応援してくれる存在であるマ

イキャラがいることで、自分の良さを実感する機会が

増えたのではないだろうか。加えて、資料 は、実践

２のマイキャラ振り返りの記述内容について整理した

表である。実践２の間に児童が書いたマイキャラ振り

返りの文章の中に期待型、想像型、確信型（筆者によ

る仲間分け）の記述があるかどうかを調べ、それぞれ

の記述がある児童の数を単純に合計したものである。

すると、 人中８人が「絶対に年長さんはこのおもち

ゃ気に入ってくれるよ」等の年長児を喜ばせられる自

分であることを確信する記述を書いていた。また、確

信するまでには至らないが、「年長さんきっと喜ぶよ」

等の成功する姿を想像している児童や、「喜んでくれる

といいね」等の前向きな思いをもっている児童がいた

ことが分かった。

資料 を見ると、実践２でマイキャラが自分に宛

てて「もっと～してみたらいいんじゃない？」「次も～

してね！」等のアドバイスをする「助言型」の記述が

見られた児童が 人中 人いた。実践１でも、 人

の児童が助言型の記述をしていた。２つの実践を通し

てこのような姿を見取ることができたため、マイキャ

ラの活用により児童は自分の思いや願いを表出しやす

くなると同時に、次時に向けて思考をつなげ、よりよ

い結果やより良い自分になるために活動を修正したり

確認したりしようとしていることが示唆された。さら

に、資料 のＥ児のように自分の成長を実感してい

る記述（成長型）が見られた児童が４人いた。内容９

の成長単元ではなくても、自然と自分ができるように

なったことに目が向いているのである。低学年児童に

とって、自分の成長を認知することは困難であるが、

マイキャラの活用によりそれが可能になることが示唆

された。

資料 は、 児のマイキャラ振り返りである。これ

までの自分のがんばりを認める記述の後に「もっと好

きになったよ」と続く。これは、 児が自分のことを

以前よりも好きになっていることの証である。
５５ 研研究究のの成成果果とと今今後後のの方方向向性性

（１）研究の成果

教師が子どもの可能性を信じ、子どもに学びの主体

を預けた生活科の授業づくりをしたところ、子どもは

自分の良さやがんばりを認め、自分や自分たちのもつ

可能性を信じながら、思いや願いの実現に向かって意

欲的に活動することができた。

手立て１に従い、授業の中で子どもたちの思いをし

っかりと聞き、次にしたいことを丁寧に聞き取ったり

見取ったりしたところ、両実践とも子どもの思いや願

いに沿った思考のつながりのある授業を展開すること

ができた。

手立て２に従い、授業の中で子どもが「決める」機

会を効果的に設定したことで、目の前の活動が自分事

となり、単元のはじめからおわりまで意欲的に試行錯

誤する姿を見取ることができた。また、実践２の 児

１
学期

２
学期

① 今の自分が好きだと答えた児童 ％ ％

②
難しいことでも、失敗を怖がらな
いで挑戦していると答えた児童

％ ％

③
自分には、よいところがあると答
えた児童

％ ％

資料 実践２終了後の児童アンケートの結果

資料 実践２のマイキャラ振り返りの記述を整理した表１

ママイイキキャャララ振振

りり返返りりにに表表れれ

たた言言葉葉のの型型

期期待待型型

喜んでくれる

といいね。等

想想像像型型

きっと喜ぶよ。

成功すると思

うよ。等

確確信信型型

絶対に喜んで

くれるよ。等

人人 数数 ４４人人 ７７人人 ８８人人

資料 実践２のマイキャラ振り返りの記述を整理した表２

ママイイキキャャララ振振

りり返返りりにに表表れれ

たた言言葉葉のの型型

助助言言型型

もっと～してみたら

いいんじゃない？等

成成長長実実感感型型

〇〇ができるようにな

ったね。成長したね。等

人人 数数 １１６６人人 ４４人人

え、すごいすごい！せつめい書を２つ書けたしすごい！

ぼくはこのときをまってたんだ！かんせいしてすごいね。やっぱり

すごいね。Ｇちゃんががんばったからできたんだよ！ぼくは、もっ

とＧちゃんのことを好きになったよ。もっとほめてあげよう！

資料 プレゼントの準備が完成した日のマイキャラ振り返り（ 児）

て相手意識をもたせ、活動のゴールを明確にするため

である。「年長さんが何度も遊んでくれる」「２年生が

作るおもちゃは自分たちよりすごいと言ってくれる」

など、目指すおもちゃの姿がはっきりとしてくると、

子どもたちは今のおもちゃでは納得がいかなくなった。

「もっとがんじょうにしたい」「もっとかっこよくした

い」「部品がとれないようにしたい」という思いや願い

が沸きあがり、おもちゃの仕上げへと子どもの思考が

つながっていった。 児は、「このおもちゃたからも

の！」と言って欲しい。という願いをもち、その後資

料 の２つのおもちゃを制作した。

当初の計画では、理科を専門とする本校職員が「は

かせ」として登場し、子どもたちにとっておきのおも

ちゃを見せたり相談にのったりする時間を設定してい

た。しかし、子どもたちは一向に外からの助言を求め

たがらなかった。そのため、無理に子どもの思考をこ

ちらの計画に寄せず、その予定を中止した。こちらが

思うよりもずっと、子どもたちは「とにかく自分（た

ち）の力でやりたい」のだと感じた。一方、アイデア

が浮かばすに活動が停滞している児童も数名いたため、

作り方を直接指導するのではなく、図書室で借りてお

いた工作の本を教室後方のロッカーの上に設置して自

由に手に取れる環境を整えた。すると児童は自然と本

に手を伸ばし、作りたいものを決めて制作していくよ

うになった。

児は資料 のおもちゃを制作する過程でうまくい

かないことがあるとまわりの友達に相談したり、度々

筆者に助言をもらいに来たりした。おもちゃを制作し

ている間、 児だけではなく多くの児童が仲間と対話

している姿を見取ることができた。自分と違うおもち

ゃに挑戦している友達の隣へ行き、「すごい。これどう

やって作ったの？どんなふうに動くの？」と声をかけ

たり、困りごとがある子の周りに自然と児童が集まり、

解決策を数人で相談し合ったりしていた。教師が「〇

〇さんの困りごとを解決しよう」等の話し合いを段取

りしなくても、児童は自然と対話を繰り返しながら活

動を進めることができるのだと学んだ。加えて、児童

の活動の様子を見ていると、それぞれが違ったおもち

ゃの制作に挑戦しているからこそ、個人の知識や技能

の差が出にくいことにも気が付いた。

資料 の下線部①の記述には、その日に自分が決

めて取り組んだ内容が詳細に記されている。 児がど

のようなことに気を付けて試行錯誤をしたのかがよく

分かる。さらに、下線部②の記述からは、 児が両方

のキャラの大きさがそろわないとうまくおもちゃを動

かすことができないという気付きを得ていることが分

かる。

全員のおもちゃが完成した時点で、「この後、どうし

ていけば成功させられそう？」と児童に問いかけ、次

の活動へと思考をつなげていった。すると、「おもちゃ

の遊び方を教えてあげないと年長さんは遊べないかも

しれない」という意見が多数出たので、国語と合科し

て遊び方説明書を作ることになった。全員が説明書を

作り終えた後、「年長さんに渡す前に最後にどうした

い？」と問いかけると「プレゼントみたいにリボンを

つけたい」という意見が出たので、説明書とおもちゃ

を紙袋に入れ、自由にラッピングをすることになった。

秋ランドの前日に、今どのような気持ちかを児童に

尋ねた。資料 は授業記録である。児童の発言から

は、心配、不安、さみしさ、期待感などの感情を見取

ることができる。 児による下線部①の発言は、おも

ちゃ作りに夢中になり、おもちゃが自分にとって特別

な存在になったからこそ語られたものであると言える。

次の日には、予定通り１年生の秋ランドが行われ、終

わりの会で無事年長さんにおもちゃを手渡しすること

ができた。幼児園の先生にお願いして、年長児が２年

生のおもちゃで遊んでいるところの動画を撮影しても

らい、後日その動画を児童に見せた。年長児のはしゃ

ぐ声と楽しそうに遊ぶ様子を見た２年生は大喜びであ

った。

資料 の下線部①からは、動画中の年長児が喜ぶ

姿を見て 児自身が嬉しい気持ちを味わっていること

が分かる。また、下線部②からは、単元を通して長い

文章が書けるようになった自分や、おもちゃをいっぱ

い作れるようになった自分に気付き、成長を実感して

いる様子を見取ることができる。加えて、この動画で

資料 児がつくったおもちゃ

ちゃんすごいね！うさぎとねこのもつものをそれぞれかえたんだ

ね。もちつきのはこにみどりのテープをはってかみがみえなくもし

ていたね。① ねことうさぎのかたちがだいたいおなじじゃなき

ゃだめだもんね。②

資料 ３つ目のおもちゃを完成させた日のマイキャラふりかえり（ 児）

：大事に遊んでくれるかなという気持ちです。

：つぶされたりこわされたりしたらさみしいです。なんだか心配

とか不安な気持ち。

：だけど、大切にしてくれたらうれしいです。

：がんばってつくったおもちゃをあげちゃうのはなんか悲しい。①

資料 おもちゃを渡す前日の児童の発言

私はめっちゃうれしいよ。理由はおもちゃを渡して映像がきて（年

長さんが）めっちゃ楽しそうだったからめっちゃ嬉しかったんだ

よ。① 文をめっちゃいっぱい書けるようになったね。 ちゃん、最

初「何作ろう」なんて言っていたけど、いっぱい作れたね。②

資料 動画視聴後のマイキャラ振り返り（ 児）
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のように、自分事を越えて「みんなの学び」にまで高

められた児童の姿を見取ることもできた。

手立て３に従い、マイキャラを振り返りで活用した

ところ、児童は自分の思いや願いを表出しやすくなる

と同時に、次時に向けて思考をつなげ、よりよい結果

やより良い自分になるために活動を修正したり確認し

たりしようとすることができた。また、活動の目標に

対して「自分ならできる」「２－１ならできる」という

自分や自分たちの可能性を信じられている姿を見取る

ことができた。

本研究を通して、私たち小学校教員が幼児期までに

育まれた子どもの良さや可能性を信じ、学びの主体を

預けた生活科の授業づくりをすることで、子どもたち

は自分の可能性を信じたり自分のことをもっと好きに

なったりすることが示唆された。生活科を中心とした

学びを通して「自分ならできる」「もっとすてきな自分

になりたい」という前向きな気持ちを低学年の間にも

たせることができれば、これから先の子どもたちの学

びの原動力となり、子どもたちはますますもてる力を

発揮していくだろう。それはつまり、幼児教育から連

続的に子どもの育ちがつながっていくことを意味する

のではないだろうか。

そのような低学年教育を実現させるための生活科授

業づくりの要点として３点をまとめる。

（２）課題と今後の方向性

課題としては、「教師が子どもの可能性を信じること」

や「子どもに学びの主体を預ける」ことがまだまだ具

体的になっていないことである。それは、教師それぞ

れの経験や感覚に左右されるものであり、いわゆる暗

黙知によるところが大きいからだと考えられる。今後

も本研究の手立てを用いた実践を続け、授業の中で具

体的に示していき、共通理解をはかっていくことが必

要である。

最後に、今後の研究の方向性について述べる。本研

究では児童の見取りに役立てるためにマイキャラを開

発し、活用を試みた。そして、マイキャラを通して子

どもは自分の素直な思いを表出することができること

が分かった。マイキャラは、自分を肯定的に見て励ま

してくれるだけではなく、その後の活動を方向付ける

助言を行ったり、活動を見直したり、自己の成長を確

認したりする役割を担う存在となっていた。マイキャ

ラが果たす役割は、単なる児童の見取りを越えて学習

指導要領が求めている「主体的に学習に取り組む態度」

そのものを養うことに密接に関わるのではないだろう

か。今後は、「年長児からマイキャラを活用した遊びを

行うと、入学後の生活科においてマイキャラを活用し

た振り返りにはどのような記述が見られるのか」や、

「主体的に学習に取り組む態度を評価する際に、マイ

キャラの記述をどのように生かせばよいか」について

研究を進めていきたい。マイキャラという架け橋で接

続期の資質・能力をつなぐことで、幼児教育の育ちを

生かした低学年教育の在り方をさらに明らかにしてい

きたい。
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て」 年
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筑波大学附属小学校『「きめる」学び「知的にたく

ましい子ども」を育てる授業づくり』
神永典郎「生活科の継承と刷新－自立し生活を豊

かにしていく、よき生活者の育成を目指して」『せ
いかつか＆そうごう第 号』 年
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①子どもたちの思いや願いをよく聞き、今後どうしていきた

いのかを児童に問いかけるようにして児童の思考が途切

れない授業を目指すこと。

②子どもたちがもつ「決める力」を引き出すために、授業の

中で児童に決めさせる機会を効果的に設定すること。

③児童の素直な思いや願いを表出させるために、本実践での

「マイキャラ」のような存在を活用した振り返りをさせ、

児童の思考を丁寧に見取ること。
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